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　こんにちは、宮崎市青少年指導委員の活動を紹介します。

　青少年指導委員は、青少年育成協議会から推薦され、市教育委員会に委嘱されているメンバーです。田野地区は７名

の指導委員で活動しています。夕方から夜にかけて緑色のジャケットを着て３人から５人くらいで歩いていて、「こんば

んはー」「おかえりー」などと声掛けしているおじちゃん、おばちゃん、学校の先生たちと言えば、「あー知ってる！」

という生徒がいると思います。

　青少年指導委員は「地域の子どもは地域で守り育てる」をモットーに、青少年の問題行動や非行を未然に防ぎ、健全

に育成することが主な目的です。

　

イチオシ、田野の人 宮崎市青少年指導委員  

表彰される濱砂星陽さん

巡回ついでにゴミ拾い

主な活動は、
〇地域の公園、商店街、駅周辺、祭り時の巡回、声かけなどの街頭指導
〇たまり場、危険な遊びなどを見つけたときの青少年センターなどへの報告。巡回
　ついでに、ゴミ収集。ウミガメを守ろうプロジェクト木崎浜清掃などの環境浄化
〇相談活動、善行児童生徒「わかば賞」の推薦、表彰 　などです。

　私たち田野班は、週１～２回、月５～７回の巡回をしています。数年前は住宅地

内の公園で青少年と思われるグループの喫煙、飲酒、ライターによる器物破損など

の事案がありました。その時は、支所農林建設課から連絡があり、まち協の青パト

隊、中学校、交番等と情報を共有し巡回を強化しました。基本は叱るのではなく、

あいさつをしたり、「ゴミは持ち帰ってね」、「そろそろ帰ったほうがいいよ～」など

の声かけ、見守りをしています。現在は数年前よりも公園内はキレイで、たむろし

ているこどもは少なく感じます。

　令和６年度の善行児童生徒の表彰「わかば賞」は、田野の２人が受賞しました。
当時、田野中１年（現田野中３年）橋本聡真（そうま）さんと当時田野中３年（現
宮崎工業２年）濱砂星陽（せいや）さんです。
　受賞理由は、車椅子利用の男性が歩道から土手に転倒しているところを発見し、
「どうしましたか」と声をかけ、車椅子ごと二人で抱えて男性を助けたことです。
当時２人は、田野中バドミントン部の先輩後輩です。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記事：垣内佐智代さん）

　築４８年で老朽化していた田野体育館は、昨年の１０月から

１０か月かけて大改修工事が行われました。

　主な改修工事は、防水工事、外壁の防水塗装、館内の壁の塗

装、天井や床板の張替え、ステージの撤去、シャワー室設置、

トイレのリフォームなどです。　

　屋根剛板の張替えも行い、淡い空色の屋根、薄茶のストライ

プと白い壁の落ちついた建物が完成しました。

　内部の様子は、現時点では公開されていませんが、どのよう

に変わったのか開館まで、楽しみに待ちましょう。　

　なお、田野運動公園内に位置するこの体育館は、スポーツ利

用以外に災害時の避難所にも指定されています。収容能力は６

こ れ か ら の イ ベ ン ト

田野地域ふれあい交流
９月１５日（月・祝）９:００～１２:３０
田野地区交流センター
・地域住民が世代間交流を通して、地域の絆を深めるため
　に行います。
たの健康ふくしまつり
１１月１６日（日）１０：００～１４：００
田野総合福祉館
・体験コーナー（健康・遊び・セニアカー）・グルメ。
・ステージイベント・昭和レトロな縁日コーナー。
・まちづくり協議会は防災コーナーを設けます。

田野駅前大根やぐら等イルミネーション点灯式
１２月１日（月）１８：００
田野駅前広場
・小学生が点灯を行います。ぜんざいがふるまわれます。
 
おTANOしみマルシェ
１２月７日（日）１０：００～１５：００
宮崎医療管理専門学校
・様々なステージイベントを計画中。出演希望者は連絡くだ　　
　さい。
・キッチンカー・野菜マルシェなど数十店舗出店。

宮崎市公共施設

予約案内

田野運動公園

ホームぺージ

５０人ほどで、駐車場は４０台分です。

　近隣にお住まいの方は、避難経路の確認を兼ねて、リフォームされた田野体育

館に来館ください。

　開館日が決定したら、田野運動公園施設指定管理者「たのたい共同体」が管理

している公式ホームページでお知らせするとのことです。

　そのほか、施設予約などについては、田野運動公園管理事務所に問い合わせく

ださい。（電話　０９８５∸８６－０２２０）　　　　　　　　　　（記事：明子）

新しくなった田野体育館

https://maps.app.goo.gl/5A8AyQrx9za3Ve7s8
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　田野には１００名以上の外国の方が住んでいて、工場や農場、介護施設などで働いているのを
ご存知でしょうか。自転車に乗って、にこやかにあいさつをしてくれる外国の方に会った人も、
多いと思います。
　　そのような外国の方との交流の場として、６月２９日（日）に田野地区交流センターで「ミニ
国際交流の集い IN TANO」を開きました。
 　インドネシア、ミャンマー、ベトナムから田野に来ている技能実習生、田野中学校の生徒や地
元の方々と合わせて約８０名で、楽しい交流の場を持つことができました。
　第一部では、各国の代表による日本語での「お国紹介」。流ちょうな日本語の説明にみなさん、
ビックリです。続いて、田野中学校の生徒による「日本の紹介」は日本の特徴をつかんだ、とて
も楽しい発表でした。
　第二部は、各国の民族舞踊や民族楽器演奏が披露されました。東南アジアの異文化に触れて、
日本の方もまさに海外旅行気分。お返しに、市芸術文化連盟田野文化協会による「田野町音頭」
が披露され、その後、技能実習生も中学生も一つの輪になって踊り、楽しい時間となりました。
　今回は、田野中学校の生徒がボランティアとして参加し、司会進行役や受付にも大活躍してく
れました。ありがとうございました。

インドネシア・バリ島の伝統舞踊ミャンマーのお二人の歌と踊りミャンマーの特定技能外国人と田野中のみなさん
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り田野児童センターにある記念碑

https://maps.app.goo.gl/aYkyhVkBFii3Q4Ye8


　今年もフォトカレンダーの写真を募集します。どしどしご応募ください。
　テーマ　　「田野の美」
　条　件　　田野町の四季折々の風景、造形物、植物、動物などの写真　　　賞 品　最優秀賞１点（商品券5,000円）
　　　　　　横写真でお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   優秀賞　４点（商品券3,000円）
　応募資格　年齢不問・田野町在住でない方も可　　　　　　　　　　　　　　 　　入賞         ３点（商品券1,000円）
　応募方法　メール、データ直接持ち込み（USB・SDカードなど）
　　　　　　題名・撮影場所・氏名・連絡先を添付ください。 　　　　　　　　
                                                                                                                                            

２０２６田野フォトカレンダー写真募集

2025年9月　　　 
76号　　
発行部数
5500部   

クイズ（１）国際交流の集いが行われたのは何月何日？ 
クイズ（２）田野地区の青少年指導委員は何名？
クイズ（３）フォトカレンダーの締め切りは何月何日？

＜応募条件＞田野町内外問いません。
①クイズ(１)(２)(３)の答え②住所③氏名（ペンネームも）④電話番号⑤田野紙や田野まちづくり協議会への意見や
要望などを記入の上、ハガキやmailでご応募ください。当事務所へ直接持参でも可。
１人につき応募１回。当選発表は次号で掲載します。※個人情報は景品発送時に使用します。
４名様に商品券1,000円進呈　応募締切　１０月末必着  
前回の答えは（１）１８，０００冊　（２）１０本　（３）９月３０日　でした。
当選者は、結さん、娘の為ならえらやこらさん、chicoさん、カナりんごさん　でした。
おめでとうございます。

応募先
〒889-1795
宮崎市田野町甲2818
田野まちづくり協議会
mail:tanomatidukuri@miyazaki-catv.ne.jp
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開講式の様子

「子どもから高齢者まで安心して暮らせる住みよいまちづくり」まちづくり協議会は、地域コミュニティ活動交付金を活用して事業を行っています。

掲
示
板

知ってtano!?知ってtano!?知ってtano!?
https://tano-machikyo.jp LINEの友だちを追加 @TANO.MACHI

田野しっちゃが祭り

寺　子　屋

　　　　　　　　　　　　恒例の田野しっちゃが祭
りが、７月１２日（土）に田野総合支所周辺で行わ
れました。雨模様にもかかわらず大勢の人でにぎわ
いました。
　まちづくり協議会も、「プラ板作り」、「お化けと写
真を撮ろう」と「くじ引き」を行いました。
　とくに、プラ板作りは大好評で、２００名以上の
方が製作に取り組みました。また、お化けと写真を
撮ろうでも４００枚以上の写真を撮りました。

締め切り　９月30日

プレゼントクイズ

２０２６田野フォトカレンダー写真募集

プラ板づくりに挑戦

　　　　　　　７月１９日（土）に田野児童センターで、寺
子屋の開講式を行いました。本年度は、田野中学校の生徒３
４名が 受講し、来年２月までの毎週土曜日に実施します。
　寺子屋は、今年で１０年目を迎えました。講師として、宮
崎大学の大学院生や高校生、教職員経験者などのボランティ
アの 皆さんに協力いただいています。
　志望校の合格めざして、がんばれ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野の特産品「さざんか・つばき油」
は、田野町さんさんクラブ連合会（老人会） が作っています。
　しかし、近年はサザンカなどの種が集まらず、油の生産ができなくなっています。
　みなさんのところにも、サザンカやツバキが植栽されていると思います。種の収集
を、下記のように行いますので、ご協力をお願いします。
　・採取時期は、９月から１０月に行ってください。
　・採取した種子は、さんさんクラブ連合会の近くの役員さんにお渡しください。
　・締め切りは１１月末日です。
　・買取価格は１㎏あたり、サザンカ５５０円、ツバキ４００円、サザンカ・ツバキ　　
　　混合４５０円です。
　・役員さんが分からないときは、下記に連絡をください。
　　日高会長 　　　０９０－８６６１－８８７２
　　西田副会長　　 ０９０－２３９０－１５３３
　　石黒事務担当 　０９０－３３２３－８５２１

田野の特産品づくりに協力を

サザンカ・ツバキの種を集めています


